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b)大気補正処理 

地表面で反射した太陽光は衛星センサーに届くまでに大気の影響を受けて散乱または吸収さ

れるため、これの影響を補正する必要がある。大気補正処理は、ATCOR Workflow for 

IMAGINE version1.1 を使い、大気補正のパラメーターは以下のとおりとした。 

 

Water Vapor Category: tropical Aerosol Type: rural 

Visibility Mode: variable 

 

No2の画像（2019年 7月 16日撮影）に大気補正処理を行った結果の例とスペクトル曲線を図

Ⅱ.2.3-6に示す。大気から影響を受けて散乱しやすい波長の短い青バンド域（Index1,2）が低

く補正されていること、また大気に吸収されやすい近赤外域（index7,8）における反射値が高

くなっている。表Ⅱ.2.3-3に示すように画像全体の統計量をみると、ピクセルの最低値（Min）

付近、最高値（Max）付近の値が補正されており、適切に補正されていると思われる。 

 

 

 

 

図Ⅱ.2.3-6 処理画像の結果とスペクトル曲線の例 

  

処理前 処理後

広葉樹林域における
スペクトル曲線例

Index 
1:Coastal 2:Blue 3:Green 4:Yellow 5:Red 6:RedEdge 7:NIR1 8:NIR2 
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表Ⅱ.2.3-3 大気補正前後の画像全体のピクセル値の統計量 

 

 

 (c)地形効果補正処理 

Worldview-2 の衛星は午前中に日本上空で撮影を行うため、山間部等で急峻な地形を有する

地域では、西側斜面は影領域、東側斜面は強い反射領域となり、特に太陽高度の低い時期の画

像でこの影響が顕著である。地形の急峻な地域ではこのような地形に起因する反射効果を補正

を要する場合があり、その必要性を検討した。地形効果補正処理は、ATCOR Workflow for 

IMAGINE version1.1 を使い、地形効果補正処理のパラメーターは BRDF Correction:（1c）

specific, strong に設定した。 

地形効果補正処理を行った結果を図Ⅱ.2.3-7～図Ⅱ.2.3-9に示す。一部の地形が急峻な範囲

では地形に起因する陰影が補正されている場合（図Ⅱ.2.3-9）もあったが、全般的に補正によ

って地形が強調され過ぎる傾向にあると判断した。 

本検討で取り扱う画像は、比較的太陽高度が高い時期である 5 月から 7 月にかけて撮影され

ており、元々補正の必要性が低い画像であること、また対象地域で地形の急峻な地域は限定さ

れているため、地形効果補正処理は採用しないほうがよいと判断した。ただし、名護市付近（No.1、

2）の範囲については、地形が急峻で地形の陰影が改善される傾向にあったことから、地形効果

補正処理を採用することとした。 

 

  



2-2.3-12 

 

 

図Ⅱ.2.3-7 地形効果補正処理の結果の例（No12） 

  

大気補正処理のみ実施 大気・地形効果補正処理実施

大気補正処理のみ実施 大気・地形効果補正処理実施
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図Ⅱ.2.3-8 地形効果補正処理の結果の例（No5） 

  

大気補正処理のみ実施 大気・地形効果補正処理実施

大気補正処理のみ実施 大気・地形効果補正処理実施
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図Ⅱ.2.3-9地形効果補正処理の結果の例(No2) 

  

大気補正処理のみ実施 大気・地形効果補正処理実施

大気補正処理のみ実施 大気・地形効果補正処理実施


